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豊かな心と確かな力をはぐくむ
平成27年度版音楽科教科書 10の特色！
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習得・活用の視点を生かし，
確実に力をつける全体構成1 主要部分は，二つの題材群で構成しました。

リコーダーや，鍵盤ハー
モニカで扱う音を，目次
にも示しました。
学習をすすめるうえで手
助けとなる資料を, 折込
の内容を工夫しながら, 
豊富に掲載しました。

4～6年には，授業の導入
等で使える輪唱・合唱教
材や，リズム遊び等のコー
ナーを設定しました。

▲4年 目次 選択可能なオプション部分
少しずつ取り組める楽器奏法のスキルや, 取り組み
やすい音楽づくり，主要教材との関連，行事等で扱
える曲集部分等で構成されています。

基礎的・基本的な内容を習得

題材群❶
題材群❶で培った力を活用

題材群❷
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▲1年p.40-41

わかりやすく, 学習を深める紙面構成

▲1年p.42-43

▲1年p.20-21

2

児童への呼びかけの形で
示しました。

学習のねらい

鑑賞教材

全学年の主要教材で，「学
習のねらい」や「活動のポ
イント」と関連した〔共通
事項〕アを，題材名の下に
示しました。
（導入題材・学年末の題材を除く）

共通事項 題材名

指導上の留意点や評価のガイドと
して設定しました。

活動のポイント

　　　　　　のマークをつけ，
小学校の指導要領に示されて
いない学習内容を扱いました。
（すべての児童が，一律に学習するもので
はありません）

コーナー
学習したことを活用しながら，
音楽活動を展開

の

学習の振り返りと資料の活用

70ペ
ぺ

ー
え

ジ
じ

も みてね。

「ふりかえる」　と　「リンク」マーク
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美しい写真で
楽曲の世界を子どもたちへ3

折込を使ったワイドな紙面で
迫力のある写真を！
従来4ページ構成だった教材を
6ページ構成としました。

▲ 年p.40-41

▲3年p.42-43

●4年p.8「さくら さくら」
●5年p.8「こいのぼり」
●6年p.8「おぼろ月夜」

歌声づくりに関す
るコラム等を設定
し，教材曲として
より丁寧に学習を
すすめます。

資料写真も充実
しています。
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わくわくする紙面と学習活動で，
基礎的な内容を確実に定着4

実際に演奏会場へ行くような，
高まる気持ちを
学習へつなげます。

スキルアップ
4年生以上に「歌声とリズムのトレーニング」の
コーナーを設けました。
毎授業の最初等で継続的に取り上げることで，
子どもたちの力を伸ばすことができます。

▲3年p.8-9

▲4年p.6-7

▲5年p.20-21

音符や五線について，透明シートを使って楽しく理解

新出事項はひと目でわかる
ようにデザインされています。

▲5年p.19-22
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楽器との出会いを大切に5

▲1年p.30-31

▲1年p.32-33

▲1年p.34-35

▲1年p.36-37

①鍵盤ハーモニカの丁寧な導入

8ページ構成で
ゆっくり，着実に
学習していきます。

ケースを譜面台のかわり
に使うときには，楽器と
鍵盤図がぴたりと合い，
児童自身が練習しやすい
よう工夫しています。
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やわらかいタンギング
「ル」も示しました。

小さい「音楽づくり」
の活動も交じえなが
ら，楽しく技能の定着
を図ります。

▲3年p.16-17

▲3年p.18-19

▲4年p.24-25

▲3年p.20-21

▲3年p.22-23

5
導入は

8ページ構成で

1音ずつ丁寧に
学習していきます。

少しずつ練習しなが
ら技能の定着を図る
〈めざせ楽器名人〉の
コーナーを設定して
います。

めざせ
楽器名人

指づかいのまとめが巻末の折込
ページに掲載されているので，ど
こからでも参照しながら練習でき
ます。（3年p.73，4～6年p.77）

②リコーダーの確実なステップアップ

▲5年p.12-13 ▲5年p.7712 13



子どもたちの思いや意図を生かして─
取り組みやすくなった音楽づくり6

教科書で学んだ教
材曲の音階をもと
に，音楽をつくり
ます。
低学年から経験し
てきた旋律づくり
の活動に，簡単な
伴奏を重ねます。

パートの役割や，
音楽の縦と横の関
係等を感じ取りな
がら，見通しをもっ
て音楽をつくりま
す。

題材中にも，他分野の
学習と関連させ，基礎
的な力を付ける音楽
づくりを設定してい
ます。

▲6年p.46-47

▲4年p.52-53

▲2年p.16-17

▲2年p.14-15

▲3年p.28

楽器奏法の技能の定
着にも，「音楽づく
り」の活動を生かし
ています。
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▲33年年年年p.30-31

7 一人一人が，音楽を聴いて気がついたこと，感じ取ったことを書きとめる
ポートフォリオを設定しました。
●書いたことをもとに，意見を交換しながら，楽曲の魅力にせまります。
●当該教材の学習時のみでなく，あとから児童自身が音楽的体験を振り返ることができます。

巻末の〈「音楽のもと」まとめ〉や，〈音楽を表すいろいろな言葉〉も，
資料としてご活用いただけます。➡次ページ

▲▶1年p.48-49

▲4年p.48-49

▲5年p.44-45

聴いて・見て・動いて・言葉で表して─
音楽のよさに気づいて味わう鑑賞

旋律の流れ等に合わせ
て体を動かす活動を設
定しました。

楽しいイラストや
図譜で，楽曲への
理解を深めます。

16 17
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授業のための豊富な資料8
この教科書では，学習指導要領
に示された〔共通事項〕アの，音
楽を形づくっている要素を「音
楽のもと」と呼び，紙面の右上
等にマークで表しています。
また，全学年巻末に〈「音楽のも
と」まとめ〉を掲載しました。
低・中学年はイラスト中心にわ
かりやすく，高学年は楽譜上に
例示しています。
＊ご指導される先生方の参考資料としても
お使いいただけます。

本文の脇に開きながら参照できるように，
音符・記号やリコーダーの運指表等を
巻末の折込ページに掲載しました。

子どもたちが学習の際に音楽を
言葉で表すための資料を，巻末に掲載しました。
2～6年の発達段階に合わせ，内容も工夫しています。

▲4年p.74-75

▲5年p.20
使用頻度の高い楽器の奏法を，必要に応じて
開いて確認できる折込ページに掲載しました。

▲1年p.70-71
▲5年p.22-23

オーケストラの学習の際，前の見開きの折込片側を開いて活用できます。
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子どもたちに伝えたい, 音楽の力
「音楽にできること」9

「花は咲く」の作曲者，菅野よう子さんのお話も掲載しました。▲6年p.28-29

◀6年 巻頭 ▲6年p.27-30

国内外で活躍する音楽家から，子どもたちへのメッセージをいただきました。

1万人の人々が，心を一つにして
「交響曲第9番」第4楽章を
合唱しているシーンです。

復興に向けての，国内外におけるいろいろな取り組みを紹介しました。

● 年
元ちとせさん
● 5年
五嶋みどりさん
●6年
　辻井伸行さん

20 21
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「見やすく学びやすい」
教科書のために10

全学年，カラーユニバーサルデザインに配慮しています。

「安心・安全」は 
人々のふれあいから

やややや防犯防防防 の観点から，「地域のつな
がり」のがり 大切さが見直されています。
お祭りは「地域のつながり」を深める
大きな役割を担うとともに，子どもた
ちが地域の人とふれ合う機会の一つ
となっている点に言及しました。

特別支援教育の視点でも紙面や学習内容を見直しました。

「学習のねらい」を見開きごとに明示し，
さらに重要な言葉を大きく示しました。

楽器奏法の扱いでは
手元のアップ写真や
楽器の実物大写真（1
年p.32等）を多用し
ました。

埼玉大学の名越斉子先生に特別支援教育の観点から監修していただき，
より多くの子どもが学びやすいようにレイアウトや表現方法等を工夫しました。
教師用指導書でも，対応していきます。

▲1年p.43

▲1年p.19

音楽に合わせて体を
動かす活動は，授業の
バリアフリーにも有効
といわれています。

▲3年p.33

▲4年p.37

▲2年p.20-21

色覚の個人差を問わず，
より多くの人に見やす
いカラーユニバーサル
デザインを取り入れ，
NPO法人CUDOの認証
を受けています。

◆題材構成の関連 ◆小中共通掲載教材の例
小学6年 中学1年

題
材
群
❶

●音の重なりとひびき
●ひびき合いを生かして
●演奏のみりょく

音楽の要素を
とらえながら

●音楽のききどころ
●豊かな表現を求めて

●音楽に思いをこめて

歌い合わせ
聴き深める喜び

●私たちの国の音楽 さまざまな音楽文化
―日本とアジア―

題
材
群
❷

●エーデルワイス（4年，二部合唱奏）
　➡中学1年では英語で混声三部合唱

●明日を信じて（6年，二部合唱）
　➡中学1年では混声三部合唱

● 交響曲第5番「運命」第1楽章から
　　　　　　　　　　（6年，鑑賞）
➡ 中学2年では楽曲の構成や
形式について学び，聴き深めます。

中学校の学習との関連

23
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学習指導要領に示された内容と教材との対比一覧〈低学年〉

第1学年

教材（◎…鑑賞教材）

表現 鑑賞 共通事項
（1） （2） （3） （1） （1）

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ア イ ウ ア イ（ア） （イ）
範
唱
を
聴
い
て
歌
う
、
階
名
で
模

唱
。
暗
唱

歌
詞
の
表
す
情
景
や
気
持
ち
、
楽

曲
の
気
分
、
思
い
を
も
っ
て
歌
う

自
分
の
歌
声
及
び
発
音

互
い
の
歌
声
や
伴
奏
を
き
く
、
声

を
あ
わ
せ
て

範
奏
を
聴
い
た
り
、
リ
ズ
ム
譜
な

ど
を
見
た
り
し
て
演
奏

楽
曲
の
気
分
、
思
い
を
も
っ
て
演

奏 音
色
に
気
を
付
け
、
簡
単
な
リ
ズ

ム
や
旋
律

互
い
の
楽
器
の
音
や
伴
奏
、
音
を

合
わ
せ
て

声
や
身
の
回
り
の
音
の
面
白
さ
、

音
遊
び

音
楽
の
仕
組
み
を
生
か
し
、
思
い

を
も
っ
て
簡
単
な
音
楽
を
つ
く
る

楽
曲
の
気
分
を
感
じ
取
っ
て

要
素
の
か
か
わ
り
合
い
を
感
じ

取
っ
て

想
像
し
た
こ
と
や
感
じ
取
っ
た
こ

と
を
言
葉
で
表
す
な
ど

音
楽
を
特
徴
付
け
て
い
る
要
素

音
楽
の
仕
組
み

音
符
、
休
符
、
記
号
や
用
語

さんぽ ○ ○ ○
かもつれっしゃ ○ ○ ○
◎サンダーバード　ほか ○ ○
ひらいた ひらいた（共） ○ ○ ○
おちゃらか ○ ○
なべ なべ ○ ○
◎わらべうた ○
かたつむり（共） ○ ○ ○
ぶん ぶん ぶん ○ ○
しろくまの ジェンカ ○ ○ ○ ○
◎ジェンカ ○ ○ ○ ○
わくわく キッチン ○ ○ ○ ○
うみ（共） ○ ○ ○ ○
◎どれみの うた ○ ○ ○
どれみの キャンディー ○ ○ ○ ○ ○
まほうの ど ○ ○ ○ ○ ○
あのね ○ ○ ○ ○ ○
どんぐり ぐり ぐり ○ ○ ○ ○
ひのまる（共） ○ ○ ○ ○ ○
◎こうしんきょく ○ ○ ○ ○
◎おどる こねこ ○ ○ ○ ○ ○
すずめが ちゅん ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎おもちゃの へいたい ○ ○ ○ ○ ○
おもちゃの チャチャチャ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
もりの くまさん ○ ○ ○ ○ ○ ○
フルーツ ケーキ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ほしの おんがくを つくろう ○ ○ ○ ○
きらきらぼし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
おおきな かぶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アイアイ ○ ○ ○
わはは たいそう ○ ○ ○
ふしぎな ポケット ○ ○
どんな ゆめ ○ ○ ○
ポン ポン ポップコーン ○ ○ ○
おとの マーチ ○ ○ ○
こぶたぬきつねこ ○ ○ ○
まねっこ うた ○ ○ ○ ○ ○ ○
おんがくの おくりもの ○ ○ ○ ○
きみがよ ○ ○ ○
ちょうちょう　ほか ○ ○
たなばたさま ○ ○ ○
たきび ○ ○ ○
おしょうがつ ○ ○ ○
うれしい ひなまつり ○ ○ ○

第2学年

教材（◎…鑑賞教材）

表現 鑑賞 共通事項
（1） （2） （3） （1） （1）

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ア イ ウ ア イ（ア） （イ）
範
唱
を
聴
い
て
歌
う
、
階
名
で
模

唱
・
暗
唱

歌
詞
の
表
す
情
景
や
気
持
ち
、
楽

曲
の
気
分
、
思
い
を
も
っ
て
歌
う

自
分
の
歌
声
及
び
発
音

互
い
の
歌
声
や
伴
奏
を
き
く
、
声

を
あ
わ
せ
て

範
奏
を
聴
い
た
り
、
リ
ズ
ム
譜
な

ど
を
見
た
り
し
て
演
奏

楽
曲
の
気
分
、
思
い
を
も
っ
て
演

奏 音
色
に
気
を
付
け
、
簡
単
な
リ
ズ

ム
や
旋
律

互
い
の
楽
器
の
音
や
伴
奏
、
音
を

合
わ
せ
て

声
や
身
の
回
り
の
音
の
面
白
さ
、

音
遊
び

音
楽
の
仕
組
み
を
生
か
し
、
思
い

を
も
っ
て
簡
単
な
音
楽
を
つ
く
る

楽
曲
の
気
分
を
感
じ
取
っ
て

要
素
の
か
か
わ
り
合
い
を
感
じ

取
っ
て

想
像
し
た
こ
と
や
感
じ
取
っ
た
こ

と
を
言
葉
で
表
す
な
ど

音
楽
を
特
徴
付
け
て
い
る
要
素

音
楽
の
仕
組
み

音
符
、
休
符
、
記
号
や
用
語

ジェットコースター ○ ○
◎ジェッディン デデン　ほか ○ ○ ○ ○ ○
小さな はたけ ○ ○
山びこ ごっこ ○ ○ ○ ○
かくれんぼ（共） ○ ○ ○ ○
◎どうぶつの 歌 ○
こいぬの ビンゴ ○ ○ ○ ○ ○
ぴょんぴょこ ロックンロール ○ ○ ○ ○
かえるの がっしょう ○ ○ ○ ○ ○ ○
かっこう ○ ○ ○
ドレミの トンネル ○ ○ ○
朝の リズム ○ ○ ○ ○ ○
虫の こえ（共） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
どんな 音が きこえるかな ○ ○
◎ゆかいな 時計 ○ ○ ○
森の たんけんたい ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
夕やけ こやけ（共） ○ ○ ○ ○
村まつり ○ ○ ○
◎日本の たいこ ○ ○ ○
おまつりの 音楽を つくろう ○ ○ ○ ○
◎そりすべり ○ ○ ○ ○
こぎつね ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
汽車は 走る ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎しゅっぱつ ○ ○ ○ ○
ウンパッパ ○ ○ ○ ○
◎ティニックリング ○ ○ ○
チャチャ マンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
春が きた（共） ○ ○ ○ ○
みんなの 音楽時計を つくろう ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎ウィーンの 音楽時計 ○ ○ ○ ○
おしゃべり 音楽時計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ジングルベル ○ ○
◎クリスマス ソング メドレー ○
あの 青い 空のように ○ ○ ○ ○
ラララ 歌おう ○ ○ ○ ○
夏だ！ ○ ○ ○ ○
やおやの おみせ ○ ○ ○
アンダルコの 歌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
おまつり ワッショイ ○ ○
ねこだって サッカー ○ ○ ○
ツッピン とびうお ○ ○
モーニング・チャチャチャ ○ ○ ○
音楽の おくりもの ○ ○ ○ ○
さんぽ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
きみがよ ○ ○ ○
つき ○ ○ ○
とんぼの めがね ○ ○ ○
雪 ○ ○ ○
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学習指導要領に示された内容と教材との対比一覧〈中学年〉

第3学年

教材（◎…鑑賞教材）

表現 鑑賞 共通事項
（1） （2） （3） （1） （1）

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ア イ ウ ア イ（ア） （イ）
範
唱
を
聴
い
た
り
、
ハ
長
調
の
楽
譜
を

見
た
り
し
て
歌
う

歌
詞
の
内
容
、
曲
想
に
ふ
さ
わ
し
い
表

現
、
思
い
や
意
図
を
も
っ
て
歌
う

自
然
で
無
理
の
な
い
歌
い
方

互
い
の
歌
声
や
副
次
的
な
旋
律
、
伴
奏

を
聴
く
、
声
を
合
わ
せ
て

範
奏
を
聴
い
た
り
、
ハ
長
調
の
楽
譜
を

見
た
り
し
て
演
奏

曲
想
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
、
思
い
や
意

図
を
も
っ
て
演
奏

音
色
に
気
を
付
け
て
旋
律
楽
器
及
び

打
楽
器
を
演
奏

互
い
の
楽
器
の
音
や
副
次
的
な
旋
律
、

伴
奏
を
聴
い
て
、
音
を
合
わ
せ
て

い
ろ
い
ろ
な
音
の
響
き
や
そ
の
組
合

せ
、
即
興
的
に
表
現

音
を
音
楽
に
構
成
す
る
過
程
、
仕
組
み

を
生
か
す
、
思
い
や
意
図
を
も
っ
て

曲
想
と
そ
の
変
化
を
感
じ
取
っ
て

要
素
の
か
か
わ
り
合
い
を
感
じ
取
っ

て
、
楽
曲
の
構
造
に
気
を
付
け
て

想
像
し
た
こ
と
や
感
じ
取
っ
た
こ
と
を

言
葉
で
表
す
な
ど

音
楽
を
特
徴
付
け
て
い
る
要
素

音
楽
の
仕
組
み

音
符
、
休
符
、
記
号
や
用
語

小さな世界 ○ ○ ○ ○
春の小川（共） ○ ○ ○ ○ ○
この山光る ○ ○ ○ ○ ○ ○
キラキラおひさま ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ドレミの歌 ○ ○ ○ ○ ○
茶つみ（共） ○ ○ ○ ○
◎リコーダーは歌う ○
シシシでおはなシ ○ ○ ○
にじ色の風船 ○ ○ ○ ○
ゆかいなまきば ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
まほうのチャチャチャ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎まほうのチャチャチャ ○ ○ ○ ○
うさぎ（共） ○ ○ ○
かえり道 ○ ○ ○ ○ ○
レッツゴー ソーレー ○ ○ ○ ○ ○
◎ユモレスク ○ ○ ○ ○ ○
◎白鳥 ○ ○ ○ ○ ○
森の子もり歌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎日本や世界のこどもの歌 ○ ○
十五夜さんのもちつき ○ ○
陽気なかじや ○ ○ ○ ○
ふじ山（共） ○ ○ ○ ○
雪のおどり ○ ○ ○ ○ ○
マンガニ，雨とおどろう ○ ○ ○ ○ ○
せいじゃの行進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎せいじゃの行進 ○ ○ ○
◎組曲「アルルの女」から ○ ○ ○ ○ ○
あくびのうた ○ ○ ○ ○ ○
冬さん，さようなら ○ ○ ○ ○ ○ ○
パフ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
よびかけっこで森の音楽をつくろう ○ ○ ○ ○
◎ピーターとおおかみ ○ ○ ○
世界中の子どもたちが ○ ○ ○
ありがとうの花 ○ ○ ○ ○
歌はすばらしい ○ ○ ○ ○
森のささやき ○ ○ ○ ○
えんやら ももの木 ○ ○ ○ ○ ○
ミッキーマウス マーチ ○ ○ ○ ○
もしもコックさんだったなら ○ ○ ○ ○
音楽のおくりもの ○ ○ ○ ○
さんぽ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
君が代 ○ ○ ○
あの町 この町 ○ ○ ○
七つの子 ○ ○ ○
まっかな秋 ○ ○ ○

第4学年

教材（◎…鑑賞教材）

表現 鑑賞 共通事項
（1） （2） （3） （1） （1）

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ア イ ウ ア イ（ア） （イ）
範
唱
を
聴
い
た
り
、
ハ
長
調
の
楽
譜
を

見
た
り
し
て
歌
う

歌
詞
の
内
容
、
曲
想
に
ふ
さ
わ
し
い
表

現
、
思
い
や
意
図
を
も
っ
て
歌
う

自
然
で
無
理
の
な
い
歌
い
方

互
い
の
歌
声
や
副
次
的
な
旋
律
、
伴
奏

を
聴
く
、
声
を
合
わ
せ
て

範
奏
を
聴
い
た
り
、
ハ
長
調
の
楽
譜
を

見
た
り
し
て
演
奏

曲
想
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
、
思
い
や
意

図
を
も
っ
て
演
奏

音
色
に
気
を
付
け
て
旋
律
楽
器
及
び

打
楽
器
を
演
奏

互
い
の
楽
器
の
音
や
副
次
的
な
旋
律
、

伴
奏
を
聴
い
て
、
音
を
合
わ
せ
て

い
ろ
い
ろ
な
音
の
響
き
や
そ
の
組
合

せ
、
即
興
的
に
表
現

音
を
音
楽
に
構
成
す
る
過
程
、
仕
組
み

を
生
か
す
、
思
い
や
意
図
を
も
っ
て

曲
想
と
そ
の
変
化
を
感
じ
取
っ
て

要
素
の
か
か
わ
り
合
い
を
感
じ
取
っ

て
、
楽
曲
の
構
造
に
気
を
付
け
て

想
像
し
た
こ
と
や
感
じ
取
っ
た
こ
と
を

言
葉
で
表
す
な
ど

音
楽
を
特
徴
付
け
て
い
る
要
素

音
楽
の
仕
組
み

音
符
、
休
符
、
記
号
や
用
語

はじめの一歩 ○ ○ ○ ○
早口 ○ ○ ○ ○ ○
さくら さくら（共） ○ ○ ○ ○
◎さくら変そう曲 ○ ○
プパポ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎「サウンド オブ ミュージック」から ○ ○ ○
エーデルワイス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎トルコ行進曲 ○ ○ ○ ○
メリーさんの羊 ○ ○ ○ ○
ラバース コンチェルト ○ ○ ○ ○ ○
◎メヌエット ○ ○ ○ ○
まきばの朝（共） ○ ○ ○ ○
ハロー サミング ○ ○ ○ ○ ○
「もののけ姫」から ○ ○ ○ ○ ○ ○
ゆかいに歩けば ○ ○ ○ ○ ○ ○
とんび（共） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎アラ ホーンパイプ ○ ○ ○ ○ ○
もみじ（共） ○ ○ ○ ○
ソーランぶし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎葛西ばやし　ほか ○ ○ ○ ○
おどれサンバ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ラ クンパルシータ ○ ○ ○ ○ ○
ズンガリガリ ○ ○ ○ ○ ○
音の組み合わせや進み方を選んで
音楽をつくろう

○ ○ ○ ○

◎ノルウェー舞曲 第2番 ○ ○ ○ ○ ○
こきょうの春 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
グッデー グッバイ ○ ○ ○ ○ ○
音階から音楽をつくろう ○ ○ ○ ○
◎歌げき「魔笛」から ○ ○ ○ ○ ○
半月 ○ ○ ○ ○
沖永良部の子もり歌 ○ ○ ○ ○
北風こぞうの寒太郎 ○ ○ ○ ○
まきばの こうし ○ ○ ○ ○
飛べよツバメ ○ ○ ○ ○
まつりうた ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アラ ホーンパイプ ○ ○ ○ ○
南のマジック アイランド ○ ○ ○ ○
いるか ○ ○ ○ ○ ○
カルーヨ ○ ○ ○ ○
魔法のすず ○ ○ ○ ○
札幌の空 ○ ○ ○ ○
音楽のおくりもの ○ ○ ○ ○
さんぽ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
君が代 ○ ○ ○
どこかで春が ○ ○ ○
みかんの花さくおか ○ ○ ○
里の秋 ○ ○ ○
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学習指導要領に示された内容と教材との対比一覧〈高学年〉

第5学年

教材（◎…鑑賞教材）

表現 鑑賞 共通事項
（1） （2） （3） （1） （1）

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ア イ ウ ア イ（ア） （イ）
範
唱
を
聴
い
た
り
、
ハ
長
調
及
び
イ
短

調
の
楽
譜
を
見
た
り
し
て
歌
う

歌
詞
の
内
容
、曲
想
を
生
か
し
た
表
現
、

思
い
や
意
図
を
も
っ
て
歌
う

自
然
で
無
理
の
な
い
、
響
き
の
あ
る
歌

い
方

各
声
部
の
歌
声
や
全
体
の
響
き
、
伴
奏

を
聴
く
、
声
を
合
わ
せ
て

範
奏
を
聴
い
た
り
、
ハ
長
調
及
び
イ
短

調
の
楽
譜
を
見
た
り
し
て
演
奏

曲
想
を
生
か
し
た
表
現
、
思
い
や
意
図

を
も
っ
て
演
奏

楽
器
の
特
徴
を
生
か
し
て
旋
律
楽
器

及
び
打
楽
器
を
演
奏

各
声
部
の
楽
器
の
音
や
全
体
の
響
き
、

伴
奏
を
聴
い
て
、
音
を
合
わ
せ
て

い
ろ
い
ろ
な
音
楽
表
現
を
生
か
し
、

様
々
な
発
想
を
も
っ
て
即
興
的
に
表
現

音
を
音
楽
に
構
成
す
る
過
程
、
仕
組
み

を
生
か
す
、
見
通
し
を
も
っ
て

曲
想
と
そ
の
変
化
な
ど
の
特
徴
を
感

じ
取
っ
て

要
素
の
か
か
わ
り
合
い
を
感
じ
取
っ

て
、
楽
曲
の
構
造
を
理
解
し
て

想
像
し
た
こ
と
や
感
じ
取
っ
た
こ
と
を

言
葉
で
表
す
な
ど

音
楽
を
特
徴
付
け
て
い
る
要
素

音
楽
の
仕
組
み

音
符
、
休
符
、
記
号
や
用
語

レッツ テイク ア チャンス ○ ○ ○
花のおくりもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クラップ フレンズ ○ ○ ○ ○
こいのぼり（共） ○ ○ ○ ○
茶色の小びん ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
こきょうの人々 ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎いろいろな合唱 ○ ○ ○
ハロー・シャイニング ブルー ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎組曲「カレリア」から ○ ○ ○ ○
星笛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
赤とんぼ ○ ○ ○ ○
子もり歌（共） ○ ○ ○ ○
◎会津磐梯山，◎音戸の舟歌 ○ ○
こきりこ節 ○ ○ ○ ○ ○
谷茶前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎世界の音楽 ○ ○ ○
風とケーナのロマンス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
冬げしき（共） ○ ○ ○ ○ ○
いろいろな声で音楽をつくろう ○ ○ ○
ゆき ○ ○ ○ ○
スキーの歌（共） ○ ○ ○ ○
◎つるぎのまい ○ ○ ○ ○ ○
ルパン三世のテーマ ○ ○ ○ ○ ○ ○
君をのせて ○ ○ ○ ○
インターロッキングの音楽を
つくろう

○ ○ ○ ○ ○ ○

◎ピアノ五重そう曲「ます」第4楽章 ○ ○ ○ ○ ○
しの笛のみりょく ○ ○
グッバイ また明日ね ○ ○ ○
心から心へ ○ ○ ○ ○
大切なもの ○ ○ ○ ○
レッツゴー パーティー ○ ○
こげよマイケル ○ ○ ○ ○
雪の窓辺で ○ ○ ○ ○
ほたるの光 ○ ○ ○ ○
エイト メロディーズ ○ ○ ○ ○
ゴジラ ○ ○ ○ ○
白い雲 ○ ○ ○ ○
音楽のおくりもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さんぽ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
君が代 ○ ○ ○ ○
ペチカ ○ ○ ○
待ちぼうけ ○ ○ ○
星とたんぽぽ ○ ○ ○
ちいさい秋みつけた ○ ○ ○

第6学年

教材（◎…鑑賞教材）

表現 鑑賞 共通事項
（1） （2） （3） （1） （1）

ア イ ウ エ ア イ ウ エ ア イ ア イ ウ ア イ（ア） （イ）
範
唱
を
聴
い
た
り
、
ハ
長
調
及
び
イ
短

調
の
楽
譜
を
見
た
り
し
て
歌
う

歌
詞
の
内
容
、曲
想
を
生
か
し
た
表
現
、

思
い
や
意
図
を
も
っ
て
歌
う

自
然
で
無
理
の
な
い
、
響
き
の
あ
る
歌

い
方

各
声
部
の
歌
声
や
全
体
の
響
き
、
伴
奏

を
聴
く
、
声
を
合
わ
せ
て

範
奏
を
聴
い
た
り
、
ハ
長
調
及
び
イ
短

調
の
楽
譜
を
見
た
り
し
て
演
奏

曲
想
を
生
か
し
た
表
現
、
思
い
や
意
図

を
も
っ
て
演
奏

楽
器
の
特
徴
を
生
か
し
て
旋
律
楽
器

及
び
打
楽
器
を
演
奏

各
声
部
の
楽
器
の
音
や
全
体
の
響
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、
休
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、
記
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や
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つばさをください ○ ○ ○ ○
笑顔でワ・ハ・ハ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
おぼろ月夜（共） ○ ○ ○ ○
マルセリーノの歌 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎ハンガリー舞曲 第5番 ○ ○ ○ ○
ロック マイ ソウル ○ ○ ○ ○ ○ ○
カノン ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎カノン ○ ○ ○ ○
◎交響曲第5番「運命」第1楽章から ○ ○ ○ ○
語りあおう ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
われは海の子（共） ○ ○ ○ ○
◎バイオリンとピアノのための
ソナタ 第4楽章 ○ ○ ○ ○ ○

明日を信じて ○ ○ ○ ○ ○ ○
ス ワンダフル ○ ○ ○ ○ ○ ○
じゅんかんコードから音楽をつくろう ○ ○ ○ ○
越天楽今様（共） ○ ○ ○ ○ ○
◎春の海 ○ ○ ○ ○
ふるさと（共） ○ ○ ○ ○ ○
◎交響曲第9番「新世界より」第4楽章 ○ ○ ○ ○
家路 ○ ○ ○ ○ ○
さようなら ○ ○ ○ ○ ○
◎別れの曲 ○ ○ ○ ○
ドローンをもとに音を組み合わせて
音楽をつくろう ○ ○ ○ ○ ○ ○

◎ラプソディー イン ブルー ○ ○ ○ ○
カントリー ロード ○ ○ ○ ○ ○ ○
チム チム チェリー ○ ○ ○ ○ ○ ○
U & I ○ ○ ○ ○
海よ，ふるさと ○ ○ ○
未来への賛歌 ○ ○ ○ ○
あおげばとうとし ○ ○ ○ ○
宝島 ○ ○ ○ ○
すてきな友達 ○ ○ ○ ○
とびらを開いて ○ ○ ○ ○
花は咲く ○ ○ ○
世界の約束 ○ ○ ○ ○
八木節 ○ ○ ○ ○
野にさく花のように ○ ○ ○ ○
音楽のおくりもの ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
さんぽ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
君が代 ○ ○ ○ ○
荒城の月 ○ ○ ○
箱根八里 ○ ○ ○
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教師用指導書

教師用指導書 指導編・研究編
主に指導案づくりや教材研究にお使いいただくための内容です。
各種資料を充実させ，3学期制と2学期制に対応しています。

●巻頭 . . . . . . . . . . . . . . . . 題材構成一覧表，年間指導計画など

●題材ごとに. . . . . 展開計画，評価規準，教材解説など

●赤刷り . . . . . . . . . . . . 教科書縮刷りの上に赤字でポイントを解説

●指導の流れ . . . . 展開計画，評価規準，教材解説など

●その他 . . . . . . . . . . . . 教材に関連した内容のコラムや楽典，手話など

教師用指導書 伴奏編
本伴奏，簡易伴奏，ガイドピアノなどを一冊にまとめました。

教師用指導書 表現CD
表現教材指導用のCDです。楽曲のイメージづくりに適した範唱（範奏）トラックと，
オーケストラ伴奏，ピアノ伴奏を収録しました。
※楽曲によってはオーケストラ伴奏のみ，あるいはピアノ伴奏のみの場合があります。

教師用指導書 鑑賞CD
鑑賞教材として最適な音源を厳選しました。教科書掲載の鑑賞教材を網羅しているほかに，
参考鑑賞曲も豊富に収録しています。楽曲・演奏についての資料付き。

教師用指導書 指導用DVD
表現教材や鑑賞教材のご指導に対応した映像を収録しました。

学習指導計画（全学年）
年間指導計画，主要部分とオプション部分の組み合わせの例，学習指導要領の「内容」と
各教材との関連がわかる対比表などを全学年分掲載しています。

（ ）一つにまとめたセットもご用意しています。
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拡大教科書　小学音楽　音楽のおくりもの
拡大教科書は，視覚障がいのある子どもなどにとって見やすく使いやすいように通常の教科書をもとにして，
文字を大きくしたり，レイアウトをし直したりして作り変えた教科書です。

デジタル教科書

つまずきやすいところをサポート

授業で役立つ工夫がたくさん！

表現教材ではパートごとに旋律をMIDIで，鑑賞教材では曲の冒頭等を，音質を重視してMP3で
収録しました。簡単な操作で聴くことができます。また，指導書の〈鑑賞CD〉をパソコンに入れ
ておくと，再生することもできます。

目的に応じた音源再生1

歌声づくりや楽器奏法等，技能の習得に関する説明は，補足内容も含め短い動画で収録しました。

技能の習得に役立つ動画を収録2

「音楽づくり」の学習活動や，わらべうたの遊び方等について，わかりやす
いアニメーションで解説していますので，子どもたちが楽しみながら取り
組むことができます。

「音楽づくり」等の学習活動を
アニメーションで解説

3

（第１～６学年）

小学音楽　音楽のおくりもの

音楽ワーク（仮称）（第1～6学年各1冊：刊行予定）
教科書準拠の音楽ワーク。繰り返し学習によって着実な定着をはかります。

音楽鑑賞用DVD　オーケストラ入門（本体17,000円+税）
オーケストラの歴史，リハーサル風景，準備に関わる仕事の紹介など，オーケストラの魅力が満載です。

〈合唱曲集〉
E-CHORUS　1　　

曲集（本体1,238円+税）　CD（本体4,762円+税）

E-CHURUS　2　　

曲集（本体1,238円+税）　CD（本体4,762円+税）

MUSIC JAM KIDS　1　　

曲集（本体905円+税）　CD（本体2,857円+税）

MUSIC JAM KIDS　2　　

曲集（本体762円+税）　CD（本体2,381円+税）

MUSIC JAM KIDS　3　　

曲集（本体800円+税）　CD（本体2,400円+税）

Chorus Selection 2003　

曲集1～4（各本体552円+税）　　CD（本体2,857円+税）

宇宙のぼくたち　　（本体1,200円+税）

小学生のためのみんなの楽器合奏〈CD付〉　　（本体2,381円＋税）

ケチャ・パーティー　　（本体762円＋税）

若返りの水　　（本体1,714円＋税）

花はいろ―同声・女声合唱の楽しみ　　（本体1,429円＋税）

MJ音楽物語―きりかぶの赤ちゃん　　（本体838円＋税）

風と恋人―歌とピアノのための小品集　　（本体1,905円＋税）

明日があるさ for Instruments　　（本体667円＋税）

小学音楽DVD（仮称）
教科書の鑑賞教材に合わせた映像を収録します。詳細は，HP等にてご紹介します。

各種教材品例

教材品のご紹介
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http://www.kyoiku-shuppan.co.jp/

本　　社 〒101-0051 東京都千代田区神田神保町 2 -10 TEL. 03-3238-6811 FAX. 03-3238-6810

北海道支社 〒060-0003 札幌市中央区北3条西 3-1-44 ヒューリック札幌ビル 6F TEL. 011-231-3445 FAX. 011-231-3509

函館営業所 〒040-0011 函館市本町6-7 函館第一生命ビルディング 3F TEL. 0138-51-0886 FAX. 0138-31-0198

東北支社 〒980-0014 仙台市青葉区本町1-14 -18 ライオンズプラザ本町ビル 7F TEL. 022-227-0391 FAX. 022-227-0395

中部支社 〒460-0011 名古屋市中区大須4-10 -40 カジウラテックスビル 5F TEL. 052-262-0821 FAX. 052-262-0825

関西支社 〒541-0056 大阪市中央区久太郎町1- 6 -27 ヨシカワビル 7F TEL. 06-6261-9221 FAX. 06-6261-9401

中国支社 〒730-0051 広島市中区大手町3-7-2 あいおいニッセイ同和損保広島大手町ビル 5F TEL. 082-249-6033 FAX. 082-249-6040

四国支社 〒790-0004 松山市大街道3 - 6 -1 岡崎産業ビル 5F TEL. 089-943-7193 FAX. 089-943-7134

九州支社 〒812-0007 福岡市博多区東比恵2 -11-30 クレセント東福岡 E 室 TEL. 092-433-5100 FAX. 092-433-5140

沖縄営業所 〒901-0155 那覇市金城3-8-9 一粒ビル 3F TEL. 098-859-1411 FAX. 098-859-1411
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